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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 （昭和33年稿） 

 

 

 

稲   取 

（東京一第106号） 

 

 

 

 

 

この地質図幅は昭和30年度に調査を行なった，伊豆半島南部の地質図幅（伊 

東・稲取・下田・神子元島）の１つである。本所沢村孝之助技官には全般的な指 

導をうけた。また東京大学久野久教授からは野外および室作業について種々の 

教示，指導を得た。天城火山，とくにその岩石の学成分については本所倉沢一 

技官から教示されるところが多かった。 

 

Ⅰ. 地    形 

この地域は伊豆半島東海岸の中央近くの小部分に当る。図幅地域内の地質は天城火 

山の噴出物と，その基盤をつくっている新第三系との２つの要素から成立っている1)2）。 

地形もまたこの２要素に配されており，図幅地内の大部分を占める天城火山の斜面 

と，白田川両岸および図幅地域南西部の一隅に分布する第三系の山地とで，それぞれ 

に特徴的な様相を示している。 

天城火山2)6）はその中心部が北および北西隣図幅地域内にあって，本図幅地域内に 

あるのはその南東斜面のみである。図幅地域の西縁，北縁で海抜約800mであり，そ 

の緩い斜面が海にまで達して北東－南西に走る海岸線をつくっている。天城火山の噴 

出物は一般に火山砕物の量が少なく，大部分流動性の大きい熔岩からできているた 

めに，山腹の傾斜は緩く，図幅地域西縁の三筋山から見高東方の間では約7ﾟであ 
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る。この山腹斜面は，熔岩流のつくる小起伏のある斜面と，稲取泥流および玄武岩岩 

滓に覆われた，より平坦な斜面とに区別される。 

この斜面を深く刻んで白田川が北西－南東に流れ，その上流と流の奈良本川とは 

それぞれ山頂部の２つの火口から発した火口瀬である。 

白田川および奈良本川は奈良本附近の低平地に接する部分を除いては，谷底から比 

高300～500mの急傾斜の谷壁をつくる。この附近では天城火山の熔岩は厚さ100～ 

200mに過ぎず，したがって谷いには基盤の第三系が連続して露出している。 

新第三系の露出する地域は，上記の白田川両岸と見高より西方の図幅地域南西部と 

である。後者の地域では岩質による硬軟の差が反映して，小起伏の多い山地となって 

いて，なだらかな天城火山の山腹斜面と対照的である。 

河川としては，白田川と川津川以外には大きいものはない。白田川下流には，白田 

川泥流が段丘状の地形をつくっているが，後述（18頁）するように，全般的な隆起に 

よる海岸段丘とはみられない。 

海岸線にう地域では，高さ約60m，ときにはそれより高く，浅間山南東方では 

300mに達する海崖がほゞ全域にわたって発達している｡図幅地域南端部から下田図 

幅地内にかけては海抜約40mの海段丘がある。稲取岬は比較的単調な海岸線に大き 

な変を与えているが，これは天城火山浅間山熔岩が主部と逆に北西に傾斜している 

部分である。稲取北東方1k mの黒根崎は，浅間山熔岩の海崖形成後に玄武岩熔岩 

が噴出して，その低所から海中に流入してつくられたものである（19頁の図版２参照)。 

 

Ⅱ. 地    質 

この図幅地域内には新第三紀の火山噴出物を主とする累層と，第四紀の天城火山噴 

出物とが分布している。天城火山の噴出物が図幅地域の大半を覆い，第三系は残りの 

小部分に分布する。 

新第三系は白田川いに露出する白田川火山岩類，南西部に分布する白浜層群およ 

び白田南方の海岸に露出する白田石英安山岩からなる。 

白田川火山岩類はやゝ変質した安山岩～玄武岩の熔岩・凝灰角礫岩を主とする累層 

で，その岩相から，伊豆半島中央部から北部に分布する湯ガ島層群3）（中新統下部～ 
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中部）に当るものと思われる。白田川火山岩類は白田川南岸では緩く南に傾斜する単 

斜構造を示し，W N W－E S EとN E－S Wとの断層に切られている。 
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白浜層群は伊豆半島南部に広く分布する，火山岩を主として水成堆積岩を伴なう累 

層であって，下田図幅地域内などに産する貝石から，中新世後期から鮮新世前期に 

亘るものとされている。白浜層群は本図幅地域内では露出面積が狭いが，隣接地域の 

知識も併せて考えると，小規模な地構造はみられるが全体として平坦な構造であり， 

火山岩を多く伴なう累層であることと断層運動とのために局地的に急傾斜を示すこと 

はあるが，明らかな方向性のある褶曲構造は示していない。 

白田石英安山岩は輝石石英安山岩の熔岩流である。露出面積が狭く，天城火山噴出 

物に覆われる以外には他の地層との関係が不明であるが，一応鮮新世後期に噴出した 

ものとしておく2）。 

？ 
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天城火山は本図幅地域内にはその南東麓部がみられるにすぎない。主として輝石安 

山岩の熔岩流からなり，泥流を伴なう。その形成は第四紀新世の中期頃に始まると 

思われる4）。またその周辺には新世から現世にかけて噴出したと考えられる，玄武 

岩の小規模な熔岩流と岩滓層とが処々に分布する。 

 

Ⅱ.１ 新 第 三 系 

 

Ⅱ.１.１ 白田川火山岩類 

白田川およびその支流奈良本川いに露出する。安山岩・玄武岩の，熔岩・凝灰角 

礫岩・岩脈を主として，まれに泥岩の薄層を挾む。熔岩および岩脈は一般にやゝ変質 

して緑色を呈する。凝灰角礫岩は硬く膠結されて，礫と基質とが風面で凹凸を示さ 

ず平滑なことが多い。石英・方解石などの細脈がしばしば貫ぬいている。一般には変 

質の程度は強くないが，一部には強い珪作用を受けて変質が甚だしく，原岩の判定 

ができない部分もある。鏡下の観察によると緑色を呈しているのは石基の間隙を緑色 

２次鉱物がめているためであって，斑晶紫蘇輝石は２次鉱物に置換されていること 

が多いが，斑晶普通輝石まで変質している例は少ない。泥岩は白田川南岸の山腹に 

かにみられる。黄色を呈し，層理が発達してやゝ硬く固結している。 

白田川にほゞ平行して走る断層線以南は，緩く南に傾斜する玄武岩～基性安山岩の 

熔岩と凝灰角礫岩とからなる。浅間山北西斜面には，斜長石多斑晶質の輝石橄欖石玄 

武岩が分布する。片瀬温泉のボーリングでは，地下90mで天城火山噴出物を貫ぬい 

て白田川火山岩類に入り，以下370mの孔底まで黒色無斑晶の基性安山岩が続いてい 

る。 

上記断層の北側，白田川北岸から奈良本川流域は，斜長石斑晶とときにオートリス 

を含む中性～酸性の輝石安山岩からなり，一般に南部よりも変質が甚だしく構造は不 

明である。 

白田川上流では珪して白色を呈する部分があり，その一部には自然硫黄が着生し 

ている。 
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普通輝石橄欖石玄武岩 Ⅳc 註1) 

産地：浅間山北西1.5k m海抜約350mの山腹 

肉眼的性質：暗緑色緻密で2m mまたはそれ以下の斜長石斑晶を多量に含む 

斑晶：斜長石（亜灰長石 累帯構造はほとんどなく縁辺のみやゝA b分が多い)・ 

橄欖石（炭酸塩鉱物その他に置換されている 輝石反応縁をもつ)・普通 

輝石（不規則な形に石基を包有する） 

石基：中粒間組織 斜長石・単斜輝石・鉄鉱・ガラス・鱗珪石・ガラスから変 

質したと思われる緑色粘土鉱物・沸石？など 

無斑晶基性安山岩 d→c 

産地：片瀬温泉ボーリング地下180mの岩芯 

肉眼的性質：緑黒色無斑状緻密 

微斑晶：（0.2-0.5m m）紫蘇輝石・普通輝石・橄欖石 

石基：粗粒柱状（長さ0.1～0.5m m）の斜長石および斜方輝石（単斜輝石に四周 

を囲まれる）とその間をめる細粒または小柱状の単斜輝石・鉄鉱・緑色 

２次鉱物 

紫蘇輝石普通輝石安山岩 

産地：奈良本川上流 図幅地域北縁附近 

肉眼的性質：灰緑色細粒緻密 1～2m mの清澄な斜長石斑晶を含むやゝ酸性の 

安山岩 節理面に黄鉄鉱が着生している 

斑晶：斜長石（中性長石)・普通輝石・紫蘇輝石（緑泥石および炭酸塩鉱物に変 

質)・鉄鉱 

石基：中粒毛氈状 斜長石・石英・緑泥石・緑石・鉄鉱・炭酸塩鉱物など 

変質輝石安山岩 

産地：白田川中流の岩脈 

肉眼的性質：淡灰緑色 斜長石および輝石による斑状組織 

斑晶：斜長石・輝石（仮晶のみ 炭酸塩鉱物その他に変質)・鉄鉱 

石基：斜長石・石英・鉄鉱・炭酸塩鉱物・緑色２次鉱物など 

Ⅱ.１.２ 白 浜 層 群 

本図幅地域内の新第三系の大部を占める。玄武岩～石英安山岩質の熔岩・火山砕 

岩・岩脈と，それより少量の水成堆積岩とからなる。下位の白田川火山岩類との関係 

 

註１）久野久（1952）3)p .24の分類表による。以下同様。 
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はこの図幅地内では不明であるが，伊豆半島の他地域での知識から不整合と推定され 

る。この累層を下位から菖蒲浜玄武岩・見高砂岩・見高石英安山岩・下河津安山岩・ 

上河津安山岩の５部層に分ける。 

菖蒲浜玄武岩 

本図幅地域内の白浜層群の最下部の岩層であって，菖蒲浜海岸に露出する玄武岩の 

自破砕熔岩と火山角礫岩とからなる。火山角礫岩は黒色やゝガラス質の玄武岩角礫の 

ほかに，径60c m以下の牛糞状火山弾を含む。遠望すると成層構造が認められ，陸側 

に緩く傾斜している。径1c m以下の短柱状の普通輝石斑晶がよくめだつほか，変質 

作用のとくに軽微な部分では新鮮な橄欖石斑晶がみられる。下底が海中にあるため全 

層厚は不明であるが，見られる限りで厚さは約30mである。 

紫蘇輝石普通輝石橄欖石玄武岩 Ⅴc 

産地：菖蒲浜海岸 

斑晶：斜長石（亜灰長石 柱状 弱い累帯構造があり少量のガラスを包有する)・ 

橄欖石（単斜輝石反応縁を有する 大部分炭酸塩鉱物と鉄サポナイトに変 

質)・普通輝石・紫蘇輝石（少量） 

石基：中粒間粒状～間組織 斜長石・単斜輝石（柱状)・磁鉄鉱（十字～樹枝 

形の小骸晶)・色ガラス（少量） 

見 高 砂 岩 

見高と今井浜との間・河津浜の南方などの道路いに露出するほか，稲取町の地表 

下にも伏在する。黄白～黄色の凝灰質礫質砂岩で，しばしば礫岩・泥岩・凝灰岩お 

よび凝灰角礫岩を挾み，あるいはそれらに移過する。 

河津浜の南方では下方に帯紫緑色の安山岩火山砕岩が多くなり，直接に関係は見 

られないが，下位の菖蒲浜玄武岩に移過するようである。見高附近では次節に述べる 

見高石英安山岩の熔岩流を挾み，この南の今井浜ではそれとほゞ同層準と思われる砂 

岩中に，火山円礫岩の礫として石英安山岩が入っている。また見高北方および河津浜 

南方では同石英安山岩に貫ぬかれている。 

稲取町南の温泉試錐の資料によると，地下180mから250mの間は礫岩・砂岩・凝灰 

岩・泥岩の互層であり，以下安山岩集塊岩約20m，その下の石英粗面岩約20mまで 
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確認している。また稲取町北の他の試錐では地下100m内外から300m内外の間粘土・礫 

岩・砂岩・安山岩集塊岩・熔岩などの薄い互層だったという。こゝでいう石英粗面岩は 

おそらく次節の見高石英安山岩であり，砂岩・礫岩などの互層は見高砂岩に当るもの 

と思われる。すなわち稲取町附近では本層は地下200～300mに分布する。地表では今 

井浜の北西方を中心とした浅い状の構造が認められるが，見高の東では東に緩く傾 

斜しており，稲取町の地下に続くものと思われ，さらに１つの状構造が推定される。 

見高石英安山岩 

見高附近および河津浜南方に分布する角閃石石英安山岩をいう。見高附近では熔岩 

流として見高砂岩中に挾まれ，西方今井浜では前節に述べた通り同層中の火山円礫岩 

に移過する。しかし岩体の北縁，見高部落北方では見高砂岩を貫ぬき（接触面の走 

向E－ W，傾斜75ﾟN )，砂岩をやゝ硬させている。河津浜南方でも同じく見高砂 

岩を岩脈として貫ぬき，その走向はほゞE－ Wである。その南側では見高砂岩は断層 

により接して急斜しているが，元来は貫入接触をしていたものと思われる。 

灰白，黄白，緑黒，黒色などを呈し，ガラス質のことが多く，径0.5～1c mの多量 

の高温石英と，長さ4m m以下の角閃石の斑晶をもつ。しばしば流理構造が顕著であ 

るが，部落北方の採石場跡に産するものは黄色の角礫を淡緑色の基地がめて角礫 

岩状を呈する熔岩である。 

普通輝石紫蘇輝石角閃石石英安山岩 Ⅵ 

産地：見高北方0.5k m 

斑晶：斜長石（中性長石)・石英・角閃石（緑色 まれに輝石オパサイト縁を 

もつ)・鉄紫蘇輝石（2Ⅴ＝-56ﾟ，υ＞ρ：E n ４４)・普通輝石・磁鉄鉱 

石基：ほとんど完全にガラス質で流状構造顕著 斜長石・角閃石・斜方輝石の微 

晶を少量含む 

外来岩片（安山岩)：普通輝石・斜長石・鉄鉱・色ガラス 

下河津安山岩 

見高砂岩を覆って，その西方，川津川の両岸に分布する。下位には緑色を呈する凝 

灰質砂岩・凝灰岩を伴なう凝灰角礫岩が，上位には熔岩があり，そのほかにこれらを 

貫ぬく岩脈・岩株などの小貫入岩体がある。熔岩および凝灰角礫岩は酸性の安山岩～ 
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石英安山岩質で，石英斑晶のあるものもないものもある。なお七南西方の390m峯 

附近は著しい珪を蒙っているが，その原岩はおそらく本岩類に属するものであろう。 

イ）凝灰角礫岩 

安山岩角礫を緑色，凝灰質の基質が膠結した火山礫凝灰岩または凝灰角礫岩で，一 

般にかなり変質してよく膠結され，含まれる安山岩角礫も基質と同様に緑色を呈する 

ことが多い。角礫の安山岩にも，基質にもしばしば石英が認められる。基質が砂質と 

なって凝灰質砂岩に移過することがある。 

今井浜の北西方では温泉による珪と黄鉄鉱の鉱染とがみられる。 

ロ）熔 岩 

灰白色，淡緑色，暗緑色などを呈する，やゝ変質した酸性安山岩～石英安山岩で肉 

眼で斜長石・少量の角閃石または輝石・石英（ないものもある）の斑晶がみられる。 

オートリスをしばしば含んでいる。 

ハ）小貫入岩体 

紫蘇輝石普通輝石安山岩 Ⅴd  

産地：河津浜北の海岸 河津浜北の海抜166mの尖峯をつくるもので岩株と思わ 

れるが岩質は上記の熔岩とよく似る 

肉眼的性質：斜長石・輝石・（ときに）石英の斑晶をもつ暗灰緑色の安山岩で， 

オートリスを多少含む 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石（緑色２次鉱物に変質)・磁鉄鉱 

石基：斜長石・単斜輝石・石英・斜方輝石（変質)・鉄鉱・ガラス（緑色２次鉱 

物に変） 

Sio２註2)：61.61％ 

普通輝石紫蘇輝石石英安山岩 Ⅴd  

産地：見高北西方1kmの採石場跡 小岩株と思われる 

肉眼的性質：灰緑色緻密な石基に斜長石・石英・輝石の斑晶をかなり多量に有する 

 

 

註２）津屋弘逵(1937)2） p .242, N o .29, Q u a r t z -b e a r m g  t w o -p v r o x e n e  p o r p h y r i t e の分析値を引用。 
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斑晶：斜長石（曹灰長石～中性長石 累帯構造顕著 酸性の核をもつものもあ 

る)・紫蘇輝石（ほとんど鉄サポナイト)・普通輝石・石英（やゝ円味 

を帯びた自形の高温石英)・磁鉄鉱 

石基：珪長岩質組織の基地中に斜長石・斜方輝石の小柱状結晶および少量の単斜 

輝石をもつ 

上河津安山岩 

見高入西方の山稜部に分布し，変質した下河津安山岩の上位に重なる。比較的新鮮 

な黒色ガラス質安山岩の角礫を，同質の火山灰～火山砂礫中に密にめた火山角礫岩 

である。角礫は風面で基質から突出し，火山角礫岩特有の突兀とした露岩を示して 

いる。角礫は径50c mを超すものがあり，またパン殼状火山弾を含む。少量の新鮮な 

白色多斑晶質の角閃石輝石石英安山岩を常に伴ない，同時に拠出された類質火山岩塊 

と思われる。 

石英撤欖石普通輝石紫蘇輝石安山岩 Ⅴd  

産地：見高入西方1k m 

斑晶：斜長石（酸性の核をもつものが多くまた核と外套部との境にガラスそ 

の他の包有物の多い帯がとりまくことが多い)・紫蘇輝石（単斜輝石が平 

行連晶状に外周に成長する)・普通輝石・磁鉄鉱・橄欖石（大部分変質し 

て淡緑色２次鉱物となっている)・石英（外来結晶 輝石反応縁を有する 

ものもある） 

石基：斜長石・単斜輝石・斜方輝石・磁鉄鉱・ガラス 

角閃石普通輝石紫蘇輝石石英安山岩 Ⅵ 

産地：見高入西方1k m（類質火山岩塊） 

斑晶：斜長石（曹灰長石～中性長石)・紫蘇輝石・普通輝石・角閃石（帯緑色 

オパサイト縁を有する)・石英・磁鉄鉱 

石基：無色ガラス（一部脱ガラスして淡色の球顆状を呈している）中に短柱 

状斜長石と少量の斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱を散在する 

 

Ⅱ.１.３ 白田石英安山岩 

本岩層は白田とトモロ崎の中間の道路に，約0.8k mに亘って露出する流理構造の 

顕著に発達した石英安山岩の熔岩流である。流理の走向は全体を通じてほゞ東西で， 
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南に急斜し，露出の南縁近くのみ北に急斜する。この岩層は南北両側とも天城火山噴 

出物に不整合に露われるが，下位岩層との関係は不明である。附近の白浜層群，また 

はそれ以下の第三系にも類似の岩相がなく，岩石も新鮮であるので，津屋2）にならっ 

て一応上部鮮新世の噴出物としておく。 

普通輝石紫蘇輝石石英安山岩 Ⅴ 

産地：白田南0.3k m 

肉眼的性質：帯紫青灰色の部分と灰白色多孔質の部分とが0.5～3c m の幅で交 

互する縞状構造の著しい脆い岩石で白色の球顆が青灰色の部分を切って成 

長している 

斑晶：多くない 斜長石（中性長石)・紫蘇輝石・普通輝石 

石基：脱ガラスした球顆構造（鱗珪石？）の基地中に斜長石微晶と輝石と思わ 

れる針状微晶とが流状に配列する 晶洞状部には鱗珪石・金雲母が成長す 

る 

S i O ２
註3)：70.00％ 

色指数註4)：6 

 

Ⅱ.２ 天 城 火 山 

天城火山は伊豆半島東側のほゞ中央部に位して，伊東・稲取・修善寺・下田４図幅 

の地域にまたがり註5)，径約15k m，主峯方三郎岳（1,405m）は半島の最高峯である。 

本火山の主体はほとんど輝石安山岩の熔岩流からなる緩傾斜の雄大な山体であって， 

火山砕物の量は非常に少なく，成層火山よりもむしろ楯状火山に近いものである。 

この本体形成よりも遙かに遅れて，石英安山岩および玄武岩の活動があった。すなわ 

ち北東山麓（伊東図幅地内）には数個の石英安山岩円頂丘8）があり，山頂附近のカワ 

ゴ平火口6）からは石英安山岩の熔岩を北方に流している。また本火山周辺には玄武岩 

（～玄武岩質安山岩）の小火山が数多く分布していて，小規模な火山丘・熔岩流・岩 

滓層などをつくっている。 

本体山腹は熔岩流のつくった緩斜面を比較的によく残しているが，その面を若い放 

 

註３）津屋（1937）2）p .239, N o .21, T w o -p y r o x e n e  d a c i t e の分析値を引用。 

註４）斑晶は少量なので総化学成分のまゝ算出。 

註５）記述の都合上，この項には他図幅の知識もあわせて記載する。 
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射谷が深く刻んで入り，とくに南側は侵が進んで，本図幅地域の南半部に分布する 

ものは主部と分離されている。頂上部には万二郎岳・万三郎岳の南側（伊東図幅地 

内）と，その西に隣接して白田峠・丁池南東側（修善寺図幅地内）とに２個の火口 

を有するが，ともに侵によって拡大され，南側火口壁をもたない。火口瀬として東 

火口からは奈良本川，西火口からは白田川が流出して，本図幅地内で合流して白田で 

海に入っている。 

活動の時代を正確に決定することはできないが，その開析の状態などからみて，本 

体の形成は新世の中期ごろと思われる4）。カワゴ平石英安山岩は熔岩流表面の状態 

から判断してかなり新しいものである。玄武岩類は北隣伊東図幅地内の大室山火山 

群5）とほゞ同時期に活動したものとみられ，原形をよく保存しているものもあって， 

少なくともその一部は現世に入ってから形成されたものと思われる。 

本体の安山岩は紫蘇輝石質岩系に属する中性～酸性の安山岩であって，熔岩流ごと 

に，または場所により，岩相の差はあっても全体としてよく似ている。斑晶として斜 

長石・紫蘇輝石・普通輝石・磁鉄鉱を常に有し，そのほかしばしば橄欖石・石英，と 

きにオパサイト角閃石を含む。石英・角閃石と斜長石の一部とは外来結晶と考えら 

れる。斜長石斑晶は一般に累帯構造が顕著であり，また虫喰い状に包有物をもつもの 

酸性斜長石を内核にもった逆累帯構造のものを含む岩石が多い。角閃石はほとんど完 

全にオパサイトして輝石と鉄鉱の細粒の集合となっており，まれに色～緑色角 

閃石がそのなかに残存している。石基は中～細粒，毛氈状組織を一般とし，ガラス基 

流晶質・珪長岩質・ガラス質などのこともある。斜長石・斜方輝石・単斜輝石・磁鉄 

鉱は常にあり，結晶度のよい時は以上のほかにアルカリ長石・珪酸鉱物が認められる 

のが普通である。晶洞質の部分には金雲母（～金雲母質黒雲母）がまれではない。有 

色鉱物組み合わせは外来結晶とみられる角閃石を除くと，本図幅地内で見られた限り， 

すべてⅤdである。斜長石・輝石（ときには橄欖石または磁鉄鉱）の集斑晶と灰白色 

のオートリスを，ほとんどの岩石が含むことも特徴の一つである。 

本図幅地域に分布するものは本体と寄生火山とであり，前者は北川熔岩・浅間山熔 

岩・熱川熔岩・奥城東熔岩・稲取泥流・白田川泥流からなり，後者は玄武岩の小火山 

群からなる。 
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Ⅱ.２.１ 北
ほ つ

川
か わ

 熔 岩 

北川西方349m峯から北東に向かう山稜をつくり，北川から北方大川へ向かうバス 

道路によく露出する。おそらく厚い一枚の熔岩流で，基盤の第三紀層を直接に覆うも 

のと思われる。灰白色緻密でやゝ不規則な方状の節理があり，岩相が次節の浅間山熔 

岩とよく似ているので，同時に流出したものかも知れない。 

石英含有紫蘇輝石普通輝石安山岩 Ⅴd  

産地：北川北方 

肉眼的性質：灰白色の石基中に1～3m m の斜長石と長さ約3m m 以下の輝石と 

が散在する 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱・石英（外来結晶 融され普通輝 

石の反応縁をもつ） 

石基：完晶質中粒間粒状～毛氈状 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・磁鉄鉱・アル 

カリ長石・珪酸鉱物・金雲母 

Ⅱ.２.２ 浅
せ ん

間
げ ん

山 熔 岩 

白田川南側にある南向きの大きい緩斜面をつくるもので，直接第三系を覆っている。 

稲取北方トモロ崎附近のバス道路，稲取岬などによく露出する。数枚の熔岩流からな 

るものと思われるが，枚数は不明である。大部分は方状・柱状・板状などの節理のあ 

る緻密な熔岩であるが，稲取岬から見高に至る海岸には，板状または柱状節理の部分 

中に塊状～角礫状の部分をしばしば挟んでいる。他に熔岩流基底の塊状部（黒根崎の 

玄武岩の南側のバス道路際)，熔岩流表面と思われるガラス質または多孔質な部分 

（七北方）などがみられる。火山枠物はみられなかったが，あっても少ないもの 

と思われる。 

白田からトモロ崎に至る間の海岸にあるこの熔岩の転石には，橄欖石の巨晶（2～ 

3m mからときには3c mに達する）を多量に含むものがある。この特徴のある岩石は 

下田図幅地内の川津筏場附近に分布する稲取泥流中に礫として含まれているので，露 

頭は確認してないが下田図幅地内の三筋山・小池附近にも分布することが推定される。 

稲取岬をつくる熔岩は北傾斜の地形および構造を有するが（第１図参照)，この岩 

石は肉眼的にも，また鏡下においても浅間山熔岩とよく似ており，また寄生火山と考 
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える強い証拠もないので一括しておく。こゝでは後述の熱川熔岩におけると同様に， 

熱雲堆積物に似た甚だ多孔質の部分が第１図のような構造で介在している。 

岩石の肉眼的性質：灰白色の石基中に5m m 以上の汚濁した斜長石を少量と， 

1～3m m の斜長石および長さ3m m 以下の輝石を有する。橄欖石斑晶の量は 

熔岩により不定であって，長径5m m 以上，ときに3c m に達する楕円体状の 

巨晶を多く含む場合もあり，また鏡下にもみいだされないこともある。 

橄欖石石英普通輝石オパサイト化角閃石紫蘇輝石安山岩（Ⅵ→）Ⅴd  

産地：浅間山頂上南側 

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・角閃石（完全にオパサイトし輝石・鉄鉱の集合とな 

っている)・普通輝石・石英（外来結晶)・磁鉄鉱・橄欖石（輝石反応縁を 

もつ） 

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱・鱗珪石・クリストバル石・アルカリ 

A 点における A s v  と A s h  との関係（露頭見取図）

A s h ：浅間山熔岩の堅硬な部分 

A s v ：浅間山熔岩の多孔質な部分 

〆 ：熔岩の構造 

第１図 稲取岬南岸の浅間山熔岩 
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長石 

オートリス：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・アルカリ長石・クリストバル石・鉄 

鉱・金雲母質黒雲母 

S i O ２：59.73％8） 

石英オパサイト化角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩（Ⅵ→）Ⅴd  
産地：大峯山頂上 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石（オパサイト)・磁鉄鉱・石英（外 

来結晶） 

石基：細粒毛氈状 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱・鱗珪石 

Ⅱ.２.３ 熱 川 熔 岩 

北川から熱川の間のバス道路と切湾附近の海岸によく露出する。北川西方の349m 

峯にぎられて，一部は北東に，大部分は南東方に流れたような地形をつくっている。 

岩相の変は甚だしいが，全体を通じてみると，下部の一部（少なくとも熱川温泉 

附近）には熱雲堆積物と思われる部分があり，中部の大部分は比較的緻密な熔岩様の 

部分であり，上部には自破砕熔岩など角礫状の部分が多くなる。熱雲の部分と熔岩様 

の部分との間に境界をみいだすことができなかったので，元来連続しているものなの 

か（全体が熱雲堆積物)，熱雲に引き続いて熔岩が流出して境界が不明になったのか 

断定できない。 

熱雲堆積物は熱川温泉東側の海岸の露出でみられ（図版１)，安山岩礫が同質の粉～ 

砂状の基質に埋まった火山円礫岩様のみかけを呈する。礫はこゝではすべて本質安山 

岩礫で，最大1mから大より小さいものまであり，円度も角礫から円礫まで様々 

であるが，多少は角がとれて円味を帯びているものが多い。淘汰はよくないが，大き 

くみて礫の多い部分と基質の多い部分との成層はみられる。風面では基質から礫が 

突出しており，そのおのおのの礫にみられる流状構造はまちまちの方向を向いている。 

この露出の東側では，熱雲の上方に薄板状の節理が発達してきて，礫状の構造が消 

失して均質な熔岩様のみかけとなり，さらにその上方は柱状節理に移過する。熱雲の 

部分と熔岩様の部分との境界は確実には判らない。 

熔岩様の部分は切岬と西方のバス道路でよくみられる。青灰色緻密な部分と，灰 

白色やゝ多孔質な部分との交互する流理構造の発達が著しい。バス道路の切割ではや 
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や不規則な節理の発達した緻密な部分と，自破砕熔岩の部分とがある。一部には黒色 

のほとんど完全にガラス質の部分があり，風すれば黄色を呈する。 

温泉変質を受けた部分がかなりあって，粘土して青灰色，桃白色などを呈してい 

るが，原岩の角礫構造・流理構造などはそのまま残っている。 

石英含有普通輝石紫蘇輝石安山岩 Ⅴd  

産地：切岬 

肉眼的性質：青灰色～灰白色石基に5m m 以下（とくに1～2m m 以下は多量） 

の斜長石と長さ2m m以下の輝石斑晶を密に有する 

斑晶：斜長石（累帯構造顕著 酸性斜長石を核にもつものもある)・紫蘇輝石・ 

普通輝石・磁鉄鉱・石英（外来結晶 融され外周の石基はとくに珪長質 

である 

図版１ 熱川熔岩の熱雲堆積物（熱川温泉東方の海岸）

大きい礫には流状構造がみられる 
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石基：微珪長岩質斜長石・鱗珪石・アルカリ長石・斜方輝石・鉄鉱・単斜輝石・ 

金雲母 石基には珪長質パッチがありときにその中心部が晶洞質になって 

鱗珪石・アルカリ長石・金雲母がよく発達する 斜長石・輝石（ときに磁 

鉄鉱）の集斑晶および外来岩片（やゝ再結晶した輝石安山岩とその凝灰岩 

？）に富む 

Ⅱ.２.４ 奥
お く

城
ぎ

東
と う

熔 岩 

奈良本川の両岸に分布して，白田川火山岩類の上に直接のっている。白田川と奈良 

本川に挾まれた平担な尾根では，岩石のみかけと地形から，少なくとも３枚の熔岩流 

が認められる。奈良本川南岸にある海抜約300mの発電所用水路の傍には熔岩基底の 

角礫状部があり，その30m上方には柱状節理の発達した熔岩が露出している。すなわ 

ち白田川南岸で浅間山熔岩の基底の高さが約500mであるのに較べて約200m低く， 

また直接第三系の上にのっている。以上のことはこの熔岩の流れる前に，白田川と奈 

良本川の侵によって，この部分が地形的に低くなっていたことを示すものと思われ 

る。 

石英含有橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩 Ⅴd  

産地：奈良本川南岸山腹のもの 

斑晶：斜長石（逆累帯構造のものを含む)・普通輝石・紫蘇輝石・磁鉄鉱・橄欖 

石・石英（まれ 外来結晶 単斜輝石反応縁をもつ） 

石基：細粒毛氈状 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱・石英 

橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩 Ⅴd 

産地：白田川北岸山腹 

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石（C軸を共有する単斜輝石が外側を覆うよう 

に成長しているものが多くまったく外周を包んでいるものもある)・橄欖 

石（自形または両頭の鏃形の骸晶 ピコタイトの小粒を包有する） 

石基：完晶質 中～細粒毛氈状 斜長石・斜方輝石・単斜輝石・アルカリ長石・ 

クリストバル石・磁鉄鉱 

ペグマチトイド状部：斜長石・紫蘇輝石・アルカリ長石・石英・金雲母質黒雲母 
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Ⅱ.２.５ 稲 取 泥 流 

本岩層は天城火山の南面，稲取・見高などの背後にみられる単調な緩斜面に分布す 

る。こゝでは岩石の露出はほとんどみられないが，三筋山・浅間山・大峯山などの熔 

岩流のつくったやゝ起伏のある階段状の地形の谷状の部分を埋める平坦な斜面で，前 

者とは地形的にかなり明瞭に区別される。 

本岩層は天城火山の熔岩のさまざまの大きさの円礫～亜角礫・粘土・風土などが 

不規則に混在することを特徴とするが，場所によってかなり岩相を異にする。 

稲取から北西方三筋山の方へ登る道にう地域では，明らかに温泉余土と考えられ 

る粘土で膠結され，また浅間山熔岩とは異なる岩質の礫を含み，一種の泥流堆積物と 

考えられる岩相を呈している。しかし本岩層として塗色した部分には，新しい一種の 

崖錐堆積物も含まれることは第２図からも明らかである。しかし泥流堆積物も膠結物 

は一般に風土壌となっており，両者の区別は困難のことが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見高から見高入に向かう林道の切割では，赤い風土状の基質中に安山岩の円礫～ 

亜角礫（ときに径1mに達する）が不規則に埋まっている。礫はすべて天城火山の熔 

M i ：稲取泥流 B s ：玄武岩岩滓層 M t ：崖錐堆積物 

第２図 山田北方道路でみられる稲取泥流（露頭見取図）
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岩であるが１種類ではない。田中から見高入への峠道の302.7m三角点南方の尾根附 

近では，新第三系上河津安山岩の火山角礫岩の風面上に稲取泥流がのっている。こ 

の火山角礫岩は大きな礫のみ球状に芯を残して，その他の基質や礫はほとんど黄～赤 

色の風土となっている。その上の稲取泥流は基質は赤色の土状であるが，天城 

火山の円礫～亜角礫のみを含み，礫の多い部分と基質の多い部分とが互層して，白浜 

層群のものとは明らかに区別される。 

西隣下田図幅地域において，川津川の下流西岸，谷津温泉から峰附近の背後にある 

海抜140m以下の段丘状の台地にも，上記のような岩相を示す堆積物があるが，これ 

は川津川によって分布が断たれたものと考えられる。 

稲取泥流を覆うものは新期玄武岩類のみであって，天城火山本体のものはない。お 

そらく本体の活動の末期で，白田川の下刻がまだ進んでいない時期に，白田川上流地 

域で起こった爆発的活動によって押流された物質が，斜面の低い部分を埋めたものと 

思われる。 

Ⅱ.２.６ 白田川泥流 

白田川の下流に高さ50m以下の段丘状の地形を呈して分布する。北岸の片瀬温泉 

附近では熱川熔岩を覆う。段丘状の地形は，奈良本川いに断続しながら河口より約 

4k m上流までは明瞭に認められるが，岩石段丘となって堆積物をのせていないとこ 

ろもある。 

露頭では半固結の土砂状の基質に安山岩の巨礫を多く含む。礫は天城火山の安山岩 

で径1m以下の角礫～亜角礫を主とし，ときに円礫を含む。淘汰は悪く，また場所に 

よって基質と礫の量比，礫の大きさ，円度は一定しない。 

このように全体を通じて角礫を多く，円礫を少なく含み，水流による淘汰もみられ 

ないこと，および近傍の他の河川に同様な段丘状地形がみられないことから，この堆 

積物はこの附近全般に亘る地盤の隆起によって形成された段丘ではなく，上流の山崩 

れまたは硫気作用によって，抵抗力の弱い部分から大量に侵によって運び出された 

物質が，河床を埋めて河口近くに一時的に堆積したものと考えられる。しかしたとえ 

ば広地の西方などでは円礫を多く含んでおり，そのような所では通常の段丘と区別を 

つけ難い。 
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図版２ 黒根崎（稲取から遠望） 

浅間山熔岩の海崖と海中に流入した玄武岩

Ⅱ.２.７ 玄 武 岩 類 

天城火山周辺に数多くみられる玄武岩類の一部であって，同様のものは伊東・修善 

寺・下田各図幅地域内に分布する。これらは現在の地形がほとんど完成されてから噴 

出したもので，それ自身のつくる地形をよく残している。この図幅地内で顕著な分布 

を示すものは次に述べる５ヵ所である。地質図には熔岩と岩滓とに分けて塗色してあ 

る。 

熔岩は結晶度のよい部分では暗灰色，結晶度の低下に従って色も暗色となり，岩滓 

は黒灰色または酸されて赤色を呈する。斜長石・橄欖石（ときには輝石）の約1 

m mの小斑晶を散点する。 

黒根崎附近のもの 

稲取町北方の海抜300m以下の平坦地に分布するもので，熔岩流に岩滓層を伴なう。 

熔岩流は稲取町北方の谷の東側に露出するほか，黒根崎では浅間山熔岩を切って海中 

に流入して岬をつくっている（図版２)。黒根崎から台地に上る道では，酸して赤 
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色を呈する熔岩流表面の岩滓状部がよく保存されている。台地表面は紡錘状火山弾 

を含む岩滓に覆われ，黒根崎北西約800mの路傍には長径80c mに達する紡錘状火山 

弾の密集した岩滓集塊岩が露出している（図版３)。火山弾の分布の状態からみて噴 

出口は黒根崎北西方約1k mの280m高地附近と思われる。 

白田川発電所附近のもの 

浅間山北面の山腹，海抜260m附近から小規模な熔岩流が流出して，堤状の地形を 

つくって白田川発電所下の河床に流れこんでいる。岩滓層も附近の狭い範囲に分布し 

ている。 

奈本川上流のもの註6) 

奈良本川の上流西岸に特徴的な平坦な地形をつくっているもので，大部分は北隣伊 

東図幅地内にあり，本図幅地域には北縁にその一部が現われているのみである。 

奈本附近のもの 

奈良本附近の平坦地を覆うもので，岩滓層のみで熔岩流はみられない。熱川・片瀬 

附近では厚さ1～2mであるが，西方に行くに従い厚さを増して，広地北西方では5m 

 

註６）この附近の分布状態については，伊東図幅地域を調査された久野教授の教示をうけた。 

図版３ 岩滓集塊岩層中の紡錘状火山弾（黒根崎北西約 800m の路傍）
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以上に達する。このことは片瀬から奈良本川上流に向かう林道にってよく観察され， 

同時に粒度も次第に大きくなり，径1～5c m程度の岩滓中に最大長径40c mの紡錘状 

火山弾を含むようになる。噴出物中には基盤の第三系の変質安山岩・白色珪質岩など 

の異質火山礫を含んでおり，また火山弾の核にもしばしば異質火山岩塊がみられる。 

現在の地形からは噴出口の位置は不明であるが，上記した噴出物の粒度，厚さからみ 

て広地北西方の台地上にあることはほゞ確実である註7)。 

大 池 小 池 

西隣下田図幅地域内の大池小池附近を中心として分布するもので，本図幅地域内で 

は下河津村七附近にその一部がみられる。七附近で本岩層は現在の河床にう段 

丘状の地形を示す礫層に覆われている。 

本岩層は下田図幅地域内では紡錘状などの火山弾を含むが，本図幅地域内では岩滓 

層を主としている。一般に浅間山熔岩，ときに白浜層群の凝灰岩の異質火山岩塊を多 

く含む。七から大池に上る道端では第３図のような露出がみられ，中間に風部を 

伴なう侵面によって上下２枚の岩滓層に分けられ，下位層は本質火山岩塊に較べ異 

質火山岩塊が多く，上位層には異質火山岩塊はまったくみられない。このことから大 

池小池附近では，活動の初期にかなり著しい爆裂作用があったものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

註７）久野久（1954）5）は片瀬北西方大田（O t a ）を噴出口としている。 

B s 2 ：B s 2 の風化部（茶色） B s 2：上位岩滓層（異質火山岩塊を含まない） B s t ：中粒砂質凝灰岩

（淡黄色，葉層理がある） B s １：B s １の風化部（茶色） B s １：下位岩滓層（異質火山岩塊を含む） 

第３図 七西方の道端でみられる玄武岩岩滓層 
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橄欖石普通輝石玄武岩 Ⅳb→c  

産地：黒根崎の熔岩 

斑晶：斜長石・普通輝石・撤欖石・きわめてまれに紫蘇輝石（反覆双晶をした単 

斜輝石斑晶中に r e l i c 様に残る） 

石基：細～中粒間粒状 ほとんど完晶質 斜長石・橄欖石（単斜輝石の小粒と棍棒 

状の磁鉄鉱に囲まれる)・単斜輝石・鉄鉱・微量のアルカリ長石とガラス 

S i O ２：50.12％8） 

Ⅱ.３ 冲積層および崖錐堆積物 

冲積層は白田川および川津川の下流の河床にやゝ広<，海浜・山間の凹地などに狭 

く分布し，礫・砂および粘土からなる。他に小規模の崖錐堆積物がある。 

 

Ⅲ. 応 用 地 質 

Ⅲ.１ 温  泉7） 

熱川－片瀬－白田温泉 

熱川から白田川下流にかけての地域には，高温で湧出量豊富な温泉が存在し，多数 

の旅館があって浴用のほか，製塩などに利用されている。地表には天城火山噴出物ま 

たは冲積層が分布するが，鑿井の資料によるといずれの地点でも，深さ約100mから 

以下は第三系が分布しているとみられる。 

源泉は熱川地区に28（うち使用中のもの16)，片瀬に24（使用中のもの19)，白田 

に9（使用中のもの5）あるが，熱川の自然湧出泉１を除く他のものは，50～480m 

の深さの鑿井から自噴または動力によって得られる。大多数のものは泉質はアルカリ 

性（p H 8.1～85）含芒硝石膏性食塩泉で，泉温は99～103ﾟC で，蒸気を伴なう熱湯 

を噴出する。また自然湧出泉は含重曹食塩泉であり，片瀬海岸の数個のものは単純泉 

である。 

稲 取 温 泉 

目下開発されつつある温泉で，昭和29年試掘に成功し，現在約300m の深さの２ 

本の鑿井から60ﾟCの温泉を得て，浴用その他に使用している。地表には天城火山噴 
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出物が分布しているが，鑿井は約100mの深さで基盤の第三系中に入っている。 

Ⅲ.２ 石  材 

見高附近の見高石英安山岩，見高入北西方の下河津安山岩中の石英安山岩・火山礫 

凝灰岩～凝灰質砂岩などが，かつて建築・土木用に採掘されたが，現在は使用されて 

いない。 

Ⅲ.３ 金属・非金属鉱床 

西隣下田図幅地域内には本図幅と連続する第三系中に金鉱脈があって，あるものは 

現在稼行され，またあるものは過去に採掘された。本図幅地域内では，珪変質帯が 

あり，黄鉄鉱の鉱染もしばしば見られるが，採掘または試掘されている鉱床はない。 

白田川上流の第三系中には硫気～温泉作用によると思われる珪変質帯があり，自然 

硫黄の着生も認められる。 

 

   献 
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I z u  p e n i n s u l a ,  l y i n g  a b o u t  1 2 0 k m  s o u t h w e s t  o f  T ō k y ō .     T h e  

m a p p e d  a r e a  i s  o c c u p i e d  b y  t w o  g e o l o g i c  u n i t s .     O n e  i s  A m a g i  

v o l c a n o ,  t h e  o t h e r  N e o g e n e  f o r m a t i o n s ,  b u l k  o f  w h i c h  a l s o  c o n s i s t s  

o f  v o l c a n i c  m a t e r i a l s .  
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T h e  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  o f  t h e  a r e a  i s  s h o w n  i n  T a b l e  1 .  

 

T a b l e  1  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S h i r a d a g a w a  v o l c a n i c s  m a i n l y  c o n s i s t  o f  l a v a s ,  d i k e s  a n d  t u f f -  

b r e c c i a  o f  a l t e r e d  a n d e s i t e  a n d  b a s a l t ,  i n t e r c a l a t e d  w i t h  t h i n  l a y e r s  

o f  m u d s t o n e .  

S h i r a h a m a  g r o u p ,  c o n s i s t i n g  l a r g e l y  o f  v o l c a n i c  r o c k s  w i t h  s u b -  

o r d i n a t e  a m o u n t  o f  s h a l l o w  s e a  s e d i m e n t s ,  c o v e r s  w i d e  a r e a s  i n  t h e  

s o u t h e r n  p a r t  o f  I z u  p e n i n s u l a .     I n  t h e  m a p p e d  a r e a ,  t h e  g r o u p  i s  

d i s t r i b u t e d  i n  n e a r l y  f l a t  s t r u c t u r e  a n d  d i v i d e d  i n t o  f i v e  m e m b e r s  

a s  f o l l o w s .  

S h ō b u h a m a  b a s a l t ,  t h e  l o w e s t  m e m b e r  i n  t h e  g r o u p ,  c o n s i s t s  o f  

b r e c c i a t e d  l a v a s  a n d  v o l c a n i c  b r e c c i a  o f  p y r o x e n e - o l i v i n e  b a s a l t .  

M i t a k a  s a n d s t o n e  i s  y e l l o w i s h  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e ,  w h i c h  i s  o f t e n  

i n t e r c a l a t e d  w i t h  c o n g l o m e r a t e ,  m u d s t o n e ,  t u f f  a n d  t u f f - b r e c c i a  o r  

g r a d u a t e s  i n t o  t h e m .     M i t a k a  d a c i t e ,  g l a s s y  p y r o x e n e - h o r n b l e n d e  
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d a c i t e ,  o c c u r s  i n  M i t a k a  s a n d s t o n e  a s  a  f l o w  a n d  d i k e .  S h i m o k a w a z u  

a n d e s i t e  i n c l u d e s  g r e e n - c o l o r e d  t u f f - b r e c c i a  w i t h  t u f f a c e o u s  s a n d s t o n e  

a n d  t u f f ,  p y r o x e n e  a n d e s i t e  o r  d a c i t e  l a v a s  a n d  m i n o r  i n t r u s i v e s .  

K a m i k a w a z u  a n d e s i t e  i s  a  m e m b e r  o f  v o l c a n i c  b r e c c i a  o f  g l a s s y  

o l i v i n e - p y r o x e n e  a n d e s i t e  o v e r l y i n g  t h e  a l t e r e d  S h i m o k a w a z u  

a n d e s i t e .  

S h i r a d a  d a c i t e  i s  a  l a v a  f l o w  o f  g l a s s y  p y r o x e n e  d a c i t e  p r o b a b l y  

e x t r u d e d  i n  l a t e  P l i o c e n e .  

A m a g i  v o l c a n o ,  a  l a r g e  s h i e l d  v o l c a n o  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  l a v a  

f l o w s  o f  p y r o x e n e  a n d e s i t e ,  a p p e a r s  o n l y  i t s  s o u t h e a s t e r n  p a r t  i n  t h e  

m a p p e d  a r e a ,  i n  w h i c h  f o u r  l a v a  f l o w s ,  H o k k a w a  l a v a ,  S e n g e n y a m a  

l a v a ,  A t a k a w a  l a v a  a n d  O k u - k i t ō  l a v a  a n d  t w o  m u d  f l o w s ,  I n a t o r i  

m u d  f l o w  a n d  S h i r a d a g a w a  m u d  f l o w  a r e  d i s t r i b u t e d .    A l l  l a v a s  a r e  

i n t e r m e d i a t e  o r  s a l i c  p y r o x e n e  a n d e s i t e  w i t h  d i s t i n c t  e v i d e n c e  o f  

c o n t a m i n a t i o n .     M u d  f l o w s  s e e m  t o  b e  c a u s e d  b y  e x p l o s i v e  a c t i v i -  

t i e s  o c c u r r e d  n e a r  t h e  c e n t e r  o f  t h e  v o l c a n o .     T h e  m a i n  p a r t  o f  t h e  

v o l c a n o  w a s  p r o b a b l y  f o r m e d  d u r i n g  m i d d l e  t o  l a t e  P l e i s t o c e n e  

B e s i d e s  t h e s e  b a s a l t  l a v a s  a n d  s c o r i a e  e r u p t e d  f r o m  a  f e w  p a r a s i t i c  

s m a l l  v o l c a n o e s  d u r i n g  l a t e  P l e i s t o c e n e  o r  R e c e n t .  

T h e  Q u a t e r n a r y  c o m p r i s i n g  t h e  a l l u v i a l  a n d  t a l u s  d e p o s i t s  c o v e r  

n a r r o w  a r e a s .  

 

E C O N O M I C  G E O L O G Y  

A t a k a w a - K a t a s e - S h i r a d a  h o t  s p r i n g  f i e l d  p r o v i d e s  a  p l e n t y  o f  

s a l i n e  h o t  w a t e r  a c c o m p a n y i n g  w i t h  s t e a m ,  n e a r l y  a t t a i n i n g  t o  i t s  

b o i l i n g  t e m p e r a t u r e .    I n a t o r i  h o t  s p r i n g  w a s  r e c e n t l y  b o r e d ,  a n d  i s  

u s e d  n o w .  

G o l d  v e i n s  i n  t h e  N e o g e n e  f o r m a t i o n  a r e  u n d e r  w o r k i n g  i n  t h e  

n e i g h b o u r i n g  s h e e t - m a p  a r e a ,  b u t  n o t a b l e  o r e  d e p o s i t s  a r e  n o t  f o u n d  

i n  t h i s  m a p p e d  a r e a .  
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